
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年 ４月３０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要： 

  本研究においては，大別して２つの研究を行った。研究Ⅰでは中学生とその保護者を対象に

して平成 18 年 7 月から年 1 回実施している縦断調査を平成 19 年，平成 20 年と継続して行い，

3 回の調査を経て，思春期の養育態度の特徴について検討した。研究Ⅱでは，中学生の子ども

をもつ保護者を対象にして，子どもとの関係性に関する自己理解を深めることを目的とした子

育て支援プログラムを開発・実施し，その効果と課題について検討を行った。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,800,000  540,000  2,340,000  

２００８年度 1,600,000  480,000  2,080,000  

    

    

    

総 計 3,400,000  1,020,000  4,420,000  

 

 

研究分野：臨床心理学 
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１．研究開始当初の背景 
 思春期は心身の成長が著しく，情緒的，行
動的問題が生じやすい時期であるとみなさ
れている。また，大人に対する態度が変化し，
特に親子関係においては，古くから反抗期と
呼ばれるように保護者にとってかかわりに
くい年齢としてみなされている。従来の思春
期の親子関係に関する研究は，子どもの側の
視点での研究が多かったが，近年，欧米にお
いてはこういった思春期の難しさを親の側
の視点から研究する動きが見られるように
なっている。また，思春期の子育て支援に関

する実践研究も始まってきている。しかし，
我が国における子育て支援に関する研究と
実践は，乳幼児のものに集中している傾向が
あり，思春期の子育ての難しさに関する研究
や，思春期の子育て支援に関する研究が殆ど
行われていない。 
 本研究においては，そのような状況をふま
え，思春期の子育て支援プログラムの開発と
その効果の検証を試みることにした。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，思春期の子育て支援プログラ
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ムを開発するために，思春期の子育てに関す
る基礎的な研究と，その基礎的な研究知見を
応用して開発した子育て支援プログラムの
実践的な研究を行うことを目的とした。各々
の目的は以下の通りである。 
(1) 研究Ⅰ 
 著者らによる先行研究の結果，思春期の子
育て態度の重要な側面として，子どもの成長
に対する認知・感情，養育スキルなどが明ら
かにされてきた。研究Ⅰでは，それらの子育
て態度の側面が，個人の中でどの程度安定し
たものであるのか，変化のパターンには個人
差が見いだせるのかを縦断研究によって明
らかにすることを第一の目的とした。 
 また，第二の目的は，子育て態度が子ども
に与える影響に関するプロセスモデルを検
討することである。従来の研究においては，
保護者の報告する養育態度は，子どもの報告
による適応指標との相関が低いか，殆ど見ら
れないことが指摘されている。本研究におい
ては，子どもに対する態度が与える影響とし
て，相互信頼感に着目し，子育て態度が相互
信頼感を媒介して，子どもの適応に影響を与
えるのではないかという仮説モデルを検証
することにした。 
 
(2)研究Ⅱ 
 子育て支援では，保護者のエンパワーメン
トや情緒的サポート，情報的サポートなどが
目標となることが多いが，本研究においては，
思春期年代である中学生の子どもをもつ保
護者が，子どもに対する自分自身の考えや気
持ち，態度などを振り返り，様々な気づきを
通して,自己理解を深めることができるよう
支援することを目標とした。具体的には著者
らによる先行研究や，研究Ⅰの成果によって
開発された，思春期の子育て態度を測定する
下記の３つの尺度を使用して，自己理解を深
めることを目標とする研修プログラムを企
画・実施した。また，プログラムの有効性と
課題を検討することも目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)研究Ⅰ 
①調査対象および実施方法 第 1回目の調査
は，本助成研究の開始年度の前年度に実施さ
れ，東海地区の公立中学校 9 校および私立中
学校 1校を対象にして，調査依頼を行い，中
学 1年生から 3年生までの生徒およびその保
護者に対して質問紙調査が実施された。調査
用紙への回答は調査の趣旨に賛同してくれ
た方のみである。第 2回と第 3回目は，調査
協力の得られた方に対して郵送調査で行っ
た。最終的に 3回すべての調査に回答してく
れたのは 179組の親子であった。 
②調査実施時期 平成 18 年 6 月から平成 20
年 10 月まで，おおよそ 1 年間隔で 3 回実施

した。 
③測定用具 保護者に対しては，自尊感情尺
度（山本・松井・山成,1982），子どもの成長
に対する認知・感情尺度(平石,2007)，思春
期の子育て態度尺度（平石,2007），養育スキ
ル尺度（渡邉・平石,2007），相互信頼感尺度
（渡邉・平石・信太,印刷中）（第 2回目，第
3 回目のみ）を実施した。子ども（生徒）に
対しては，自尊感情尺度(山本・松井・山
成 ,1982)，社会的コンピテンス尺度 (桜
井,1983)，不適応感尺度（水野・石隈・田
村,2003），子どもの認知した親の子育て態度
尺度（平石,2007），相互信頼感尺度（渡邉・
平石・信太,印刷中）（第 2回目，第 3 回目の
み）を実施した。 
 
(2)研究Ⅱ 
 平成 21 年 2 月に東海地区の 3 つの公立中
学校を通じて，保護者を対象に子育て支援研
修会の案内を配布し，3 回実施し合計 40名の
参加を得た。 
 研修会の所要時間は 2時間。自己理解を深
めるための道具として，研究Ⅰで使用された
「子どもの成長に対する認知・感情（肯定的
認知・感情と否定的認知・感情の２側面）」，
「思春期の子育て態度（不安定な態度，威厳
ある態度，適切な心理的境界，主体性の尊重
の 4 側面）」，「養育スキル（道徳性スキル，
自尊心スキル，理解・関心スキル）の 3側面」
の 3種類の子育て態度尺度を含み，回答後に
自己採点ができるよう作成された心理テス
ト PATを使用した。尺度項目の例は別表を参
照のこと。 
 また，PAT 実施後は解説，参加者同士の話
し合い，質疑応答，事後アンケートを実施し
た。事後アンケートの項目は，「知識の獲得」，
「自己理解」，「肯定的な感情と動機づけ」，
「否定的な感情」の４つの内容に分類される
質問 17項目（5段階評定で 1 点から 5点まで
を配点），各心理テストの印象度を測定する
ための質問 9 項目（5 段階評定で 1 点から 5
点までを配点），自由記述の質問 1 項目を含
んでいる。  
 
４．研究成果 
(1)研究Ⅰ 
 調査回答者の大半は母親であり，母親以外
の者は非常に少なかったため，以下の分析は
母親のデータのみを使用した。 
①思春期の子育て態度の安定性 
 子育て態度の安定性については，子どもの
成長に対する認知・感情と，養育スキルの観
点から分析を行った。 
 縦断調査によって 3時点で測定した変数間
の相関係数を算出したところ，子どもの成長
に対する肯定的認知・感情は，.43～.84，否
定的認知・感情は，.52～.82 の範囲の数値が



 

 

得られ，中程度から高い程度の有意な相関関
係が窺われた。また，養育スキルにおいては，
養育スキル全体で.64～.65，道徳性スキル
が.61～.70，自尊心スキルが.60～.69，理解
関心スキルが.58～.66 とやはり中程度以上
の相関関係が窺われた。これらの時点間の相
関係数は，対象となる子どもの学年によって
も若干違いが認められ，学年が上がると保護
者の子どもに対する態度はより安定する可
能性も窺われた。 
 続いて，尺度得点の時点間の比較を分散分
析によって行った。肯定的認知・感情尺度と
否定的認知・感情尺度得点について，2 要因
分散分析（反復要因×学年）を行った結果，
肯定的認知・感情尺度得点では，反復要因（F
〔2,352〕=9.68,p<.001）と学年要因（F
〔2,176〕=3.12,p<.05）の主効果が有意であ
り，交互作用は有意ではなかった。多重比較
の結果，Time2と Time3の得点は，それぞれ
Time1 の得点よりも有意に高かった。また，
第 1回調査時の中学 2年生群と 3年生群の得
点は 1年生群よりも高かった（有意傾向）。 
 否定的認知・感情尺度得点では，交互作用
が有意（F〔3.75,327.90〕=3.39,p<.05）で
あり，単純主効果の検定の結果，中学 1 年生
群（Time1,Time2<Time3,p<.05）と 3年生群
（Time2<Time1,p<.05）に時点間の有意差が
認められた。 
 養育スキル得点の分散分析に関しては，自
尊心スキルを除いた尺度得点について，反復
要因のみが有意であった。養育スキル全体の
得点（F〔2,348〕=6.38,p<.01）では，Time3
が Time1 と Time2よりも有意に低かった。ま
た，道徳性スキル得点（F〔2,362〕=4.65, 
p<.05）と理解関心スキル得点（F〔2,362〕
=12.40,p<.001）も同様に Time3が Time1と
Time2 よりも有意に低かった。 
 以上の結果より，中学校 3 年間の間で，母
親の子どもに対する子育て態度は，相対的に
安定したものである一方で，子どもの成長に
伴い得点が変化していることが示唆された。 
 続いて，クラスター分析を用いて，3 時点
での得点変化のパターンを分析した。その結
果，養育スキル全体の得点で見たところ，3
年間高得点群，3年間平均値以下得点群，3
年間平均値以上群，3年間低得点群の 4群に
分類することができた。この結果は養育スキ
ルの程度については，安定性が高く得点の個
人差が 2年間の間でも一貫して継続している
ことを示唆している。さらに，この養育スキ
ルの得点パターンと自尊感情との関連を分
散分析によって検討したところ，3年間高得
点群は，3年間平均値以下得点群と 3年間低
得点群よりも有意に自尊感情得点が高く，ま
た，3 年間平均値以上得点群は 3年間低得点
群よりも有意に自尊感情得点が高かった。こ
れらの結果より，母親の自尊感情の高さが養

育スキルに影響を及ぼしている可能性が示
唆された。 
 子どもの成長に対する認知・感情尺度得点
の変化パターンに関する分析については，
Time 1と Time2の 2時点の変化のみ分析を行
った。クラスター分析の結果，肯定的認知・
感情尺度得点と否定的認知・感情尺度得点の
それぞれで，4つの異なるグループが抽出さ
れた。肯定的認知・感情尺度得点では，2時
点で一貫して得点が高い高得点群，一貫して
得点が低い低得点群，一貫して中程度の中得
点群，そして，Time2で得点が低下している
得点低下群の 4 つが得られた。また，否定的
認知・感情尺度得点では，2 時点で一貫して
得点が高い高得点群，一貫して得点が低い低
得点群，一貫して中程度の中得点群，そして，
Time2 で得点が低下している得点低下群の 4
つが得られた。以上のように，養育スキルが
比較的安定した特徴を示していたのに対し
て，子どもの成長に対する認知・感情は，安
定した子育て態度である一方で，一部の母親
にとっては，何らかの理由で，変動しやすい
側面であることが示唆された。今後は，この
ような子どもに対する認知と感情の変動が
どのような要因に規定されているのかにつ
いて明らかにしていくことが課題である。 
 
②子育て態度と子どもの適応を媒介する変
数としての相互信頼感 
 母親の子育て態度が子どもの相互信頼感
を媒介し，子どもの心理的適応感に影響を与
えているという仮説的な因果モデルを検証
するために，子どもの報告する自尊感情と不
適応感を基準変数，子どもの相互信頼感を媒
介変数（説明変数），母親の報告する養育ス
キルを説明変数とする階層的重回帰分析を
行った。データは第 2回実施時のデータを使
用した。 
 男女別に分析を行った結果，男子では母親
が報告する理解関心スキルから子どもの報
告する相互信頼感へのパス係数（標準偏回帰
係数）が.47(p<.001)で有意であり，子ども
の相互信頼感から自尊感情へのパス係数
は，.39(p<.001)，不適応感へのパス係数は，
-.29(p<.01)で有意であった。母親の報告す
る養育スキルの下位尺度得点から子どもの
報告する自尊感情と不適応感への直接的な
パスはいずれも有意ではなかった。 
 続いて女子では，母親が報告する自尊心ス
キルから子どもの報告する相互信頼感への
パス係数（.21,p<.05）と理解関心スキルか
ら相互信頼感へのパス係数（.31,p<.01）が
有意であり，相互信頼感から不適応感へのパ
ス係数（-.38,p<.001）が有意であった。ま
た，母親が報告する自尊心スキルから子ども
が報告する自尊感情への直接的なパスも有
意（.22,p<.05）であった。 



 

 

 以上の結果から，男女差が若干認められる
ものの，男女ともに子どもの相互信頼感は養
育スキルの影響を受け，媒介する要因として
自尊感情や不適応感に影響を及ぼしている
可能性が示唆された。 
 また，3時点での縦断データを用いて，こ
の仮説モデルの検証を試みたところ，母親が
報告する理解関心スキルは，第 2 回調査時の
子どもの報告する相互信頼感とも有意に関
連し，第 2回調査時の子どもの相互信頼感は
第 3回調査時の子どもの自尊感情や不適応感
とも有意に関連するという結果が得られて
いる。 
以上の結果より，養育スキルのうち特に理

解関心スキルや子どもの相互信頼感は思春
期の子どもの心理的適応において重要な要
因であることが明らかになった。 
  
(2)研究Ⅱ 
 事後アンケートの結果，「子育てをする上
での参考になった（平均 4.49,標準偏差.51）」，
「他の保護者の考えが聞けてよかった（平均
4.45,標準偏差.60）」といった「知識の獲得」
を表す質問項目の平均値が高く，次いで，「子
どもに対する自分の態度の特徴がよくわか
った（平均 4.32,標準偏差.66）」，「子どもの
気持ちについて考える機会になった（平均
4.30,標準偏差.61）」，「自分のことについて
新たな気づきがあった（平均 4.27,標準偏
差.82）」といった「自己理解」を表す質問項
目の平均値が高かった。そのほか，「また参
加したいと思った（平均 4.25,標準偏差.67）」，
「おもしろかった（平均 4.18,標準偏差.68）」
という「肯定的な感情と動機づけ」を表す質
問項目の平均値も高かった。他方，「いらい
らしてきた（平均 1.18,標準偏差.39）」,「つ
らい気持ちになった（平均 1.68,標準偏
差.92）」，「落ち込んだ（平均 2.22,標準偏
差.1.21）」という研修会に対する「否定的な
感情」を表す質問項目では，平均値は低い傾
向が認められた。また，「子育ての悩みが解
消された（平均 3.10,標準偏差.90）」，「自 信
が持てた（平均 3.13,標準偏差.72）」などは
平均値があまり高くなかった。 
 以上の結果より，本研究において開発され
た子育て支援プログラムに対して，参加者は
概ね肯定的な評価をしており，特に目標とし
ていた自己理解の点では参加者にとって有
益なものになったと考えられる。また，全体
としてはプログラム参加によるリスクはそ
れほど大きくないことが窺われた。しかし，
子育ての悩みの解消や自信の獲得という点
であまり寄与できていない可能性も示唆さ
れた。 
今後の課題としては，PATの使用の仕方を

工夫することにより，さらに多面的な自己理
解を深めることを可能にすること，他の異な

る複数のプログラムを組み合わせる必要性，
参加者のエンパワーメントにつながる情緒
面でのサポート，参加者数を増やすためのア
クセシビリティの問題，リスク評価と効果測
定の方法の再検討，研修会後のフォローと個
別対応の必要性などが検討された。 
 
別表 PATの尺度項目の例 

 
子どもの成長に対する認知・感情尺度 
 肯定的認知・感情 
 ・積極性が見られるようになってきており，

成長したと感じる。 
 ・ひとりで行動できることが多くなってき 

て頼もしく感じる。 
 否定的認知・感情 
 ・子どもは保護者に対して隠し事が多くな

ってきており心配になる。 
・子どものことで把握できていないことが

多く，不安を感じる。 
思春期の子育て態度尺度 
 不安定な態度 
 ・子どもに対してどのように接すれば良い

のか分からない。 
 ・子どもの考えが分からず戸惑う。 
 威厳ある態度 
 ・これだけは許さないということを必ず伝

えている。 
・やってはいけないことには厳しく対応し

ている。 
 適切な心理的境界 
 ・子どもの言いたがらないことは興味本位

で聞き出さない。 
・子どもが保護者に見て欲しくないものは

隠れてみない。 
 主体性の尊重 
 ・まずは子どもの話に耳を傾けている。 
 ・子どもの考えを引き出すように心がけて

いる。 
養育スキル尺度 
 道徳性スキル 
 ・子どもに社会のルールを守るように言っ

ている。 
 ・子どもに責任をもって行動するように言

っている。 
 自尊心スキル 
 ・子どもにあやまるべきところは素直に謝

っている。 
 ・他の子どもと比較して話をしないように

気をつけている。 
 理解関心スキル  
 ・子どもに学校であったことなど一日の出

来事を聞いている。 
 ・子どもに話しかけ，意見や感想を聞いて

いる。 
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